
2010年04月01日

お知らせ
◎3月1日現在の組織人員は、

　11,423名です。

◎5月～7月は、春の組織拡大強化

　月間です。

　１人の組合員が、１人の未加入

　者を紹介しましょう。

　皆さん、組織拡大行動にご協力

　お願いします。
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二
月
二
十
五
日
（
木
）
～
二

十
六
日
（
金
）
に
行
わ
れ
た
、

中
建
国
保
第
九
十
五
回
組
合
会

で
、
平
成
二
十
二
年
度
事
業
計

画
と
歳
入
歳
出
予
算
が
議
決
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
健
康
保
険
料
は
、

第
一
種
～
第
三
種
ま
で
の
組
合

員
本
人
は
引
き
下
げ
、
第
四
種

～
第
六
種
ま
で
の
組
合
員
本
人

お
よ
び
扶
養
家
族
は
、
据
え
置

き
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
介
護
保
険
料
は
、
組

合
員
本
人
・
扶
養
家
族
と
も
に

引
き
上
げ
、
後
期
高
齢
者
支
援

金
分
保
険
料
は
、
組
合
員
本
人

と
扶
養
家
族
と
も
に
据
え
置
き

と
な
り
ま
し
た
。

　
三
月
二
十
九
日
（
月
）（
四
月

分
健
康
保
険
料
等
）
よ
り
、
新

保
険
料
で
引
落
さ
れ
ま
し
た
。

　
保
険
料
の
内
訳
は
、
三
月
中

旬
に
窓
あ
き
封
筒
（
水
色
）
で

発
送
し
ま
し
た
「
自
動
引
落
の

お
知
ら
せ
」
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
　
健
康
保
険
料
は
、
か
か
っ
た

医
療
費
や
皆
さ
ん
の
収
入
な
ど

を
総
合
的
に
格
付
け
し
て
決
定

し
て
い
ま
す
。

　
保
険
料
を
維
持
、
ま
た
は
引

き
下
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
国

に
対
す
る
ハ
ガ
キ
要
請
・
署
名

運
動
と
医
療
費
を
節
約
す
る
な

ど
の
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
と
努

力
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

自
己
負
担
額
 五
千
円

　
今
年
度
も
、
償
還
金
制
度
は
、

　
平
成
二
十
一
年
度
第
二
次
補

正
予
算
が
一
月
二
十
八
日
に
成

立
し
、
政
府
が
追
加
経
済
対
策

と
し
て
一
千
億
円
を
計
上
し
た

「
住
宅
版
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制

度
」の
導
入
が
正
式
に
決
ま
り
、

三
月
八
日
（
月
）
か
ら
申
請
受

付
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
愛
知
県
内
で
は
、
百
七
十
八

事
業
所
（
三
月
十
八
日
現
在
）

が
申
請
窓
口
と
な
り
ま
し
た
。

　
全
建
愛
知
も
組
合
員
サ
ー
ビ

ス
の
一
環
と
し
て
、
住
宅
版
エ

コ
ポ
イ
ン
ト
の
申
請
窓
口
に
加

わ
り
ま
し
た
。

　
組
合
員
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、

組
合
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

【
窓
口
は
…
】

　
全
建
愛
知
本
部
事
務
所

　
　
名
古
屋
市
港
区
九
番
町

　
　
　
　
　
　
　
四
―
一
―
十

【
申
請
時
間
は
…
】

　
月
曜
日
～
金
曜
日

　
　
午
前
十
時
～
午
後
五
時

【
注
意
】

　
組
合
窓
口
で
の
申
請
手
続
き

　
の
み
の
対
応
に
な
り
ま
す
。

　
郵
送
で
の
手
続
き
は
一
切
対

　
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

　
ん
の
で
、
悪
し
か
ら
ず
ご
了

　
承
く
だ
さ
い
。

※
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
申

　
請
方
法
及
び
交
換
の
詳
細

　
に
つ
い
て
は
、
エ
コ
ポ
イ

　
ン
ト
事
務
局
ま
で

安心・充実安心・充実のの保険制度は保険制度は
今年度も継続しま今年度も継続しますす

安安心はいつも中建国保か心はいつも中建国保からら

後期高齢者支援金分保険料

（）内は前年度比

介護保険料

（）内は前年度比

健康保険料

（）内は前年度比

年齢と

就業形態
種別

3,300円

（据え置き）

3,000円

（＋200円）

16,700円

（-400円）

30歳以上の

事業主
第１種

組合員

2,800円

（据え置き）

2,400円

（＋200円）

14,100円

（-400円）

30歳以上の

一人親方
第２種

2,500円

（据え置き）

2,200円

（＋200円）

11,700円

（-400円）

30歳以上の

雇用労働者
第３種

1,800円

（据え置き）
---------

9,000円

（据え置き）

25歳以上

30歳未満
第４種

1,700円

（据え置き）
---------

7,000円

（据え置き）

20歳以上

25歳未満
第５種

1,600円

（据え置き）
---------

5,000円

（据え置き）
20歳未満第６種

1,400円

（据え置き）

1,800円

（＋200）

2,900円

（据え置き）
家族１人につき

平成22年度／保険料等一覧

※「健康保険」・「後期高齢者支援金分保険料」の保険料徴収被保険者は、３歳～74歳
　までの方になります。また、扶養家族６人目以降は徴収いたしません。
　３歳未満の乳幼児は保険料を徴収せず、義務教育就学前までは８割給付になります。
※「介護保険料」の保険料徴収被保険者は、第２号被保険者／40歳～64歳までの方
　になります。
※70歳以上の被保険者は８割給付。（但し、平成22年４月～23年３月までは窓口負
　担割合を１割に凍結。現役並み所得者は７割給付）

家 寡加加加加加加加加加加加加加加加

　
朝
日
新
聞
は
、
昨
年
十
二
月

二
十
一
日
付
け
の
朝
刊
に
「
建

設
国
保
　
不
透
明
な
会
計
」
、
翌

二
十
二
日
に
は
「
全
建
国
保
　

無
資
格
加
入
も
」
と
い
う
見
出

し
で
、
二
日
間
に
渡
っ
て
全
国

建
設
工
事
業
国
保
組
合
に
関
す

る
記
事
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　
こ
の
問
題
に
関
連
し
て
、
テ

レ
ビ
の
報
道
番
組
で
も
「
建
設

国
保
、
資
格
の
な
い
人
を
偽
装

加
入
」
と
し
て
放
映
さ
れ
ま
し

た
。
　
全
国
建
設
工
事
業
国
保
組
合

は
、
「
建
設
国
保
」
や
「
全
建

国
保
」
と
報
道
さ
れ
て
い
る
た

め
、
私
た
ち
全
建
愛
知
や
中
建

国
保
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る

と
誤
解
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
日

本
鳶
工
業
連
合
会
・
全
国
中
小

建
築
工
事
業
団
体
連
合
会
・
日

本
造
園
組
合
連
合
会
・
全
国
建

設
産
業
協
会
を
母
体
組
合
と
す

る
国
保
組
合
で
、
中
建
国
保
は

も
と
よ
り
、
全
建
愛
知
や
全
建

総
連
と
も
、
ま
っ
た
く
無
関
係

の
組
合
で
す
。

　
中
建
国
保
愛
知
県
支
部
は
、

健
全
な
運
営
を
発
足
当
初
か
ら

行
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
適
正
な
運
営
に
務

め
て
い
く
と
と
も
に
、
組
合
員

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
月
五
日
付
け
の
新
聞
に
も
掲
載

組
合
員
本
人
が
医
者
に
か
か
っ

た
時
、
一
ヵ
月
の
自
己
負
担
額

は
「
五
千
円
」
ま
で
。

安
心
・
充
実
の
保
障
制
度

　
市
町
村
国
保
に
は
な
い
傷
病

手
当
金
制
度
で
は
、
入
院
時
に

一
日
最
高
六
千
円
。
通
院
時
に

は
一
日
最
高
四
千
円
が
保
障
さ

れ
、
万
が
一
の
時
の
生
活
保
障

が
あ
り
ま
す
。

　
今
年
度
も
、
中
建
国
保
は
安

心
・
充
実
し
た
保
障
制
度
が
継

続
さ
れ
ま
す
。
魅
力
あ
る
制
度

が
盛
り
だ
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

家
寡

加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
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　次のとおり、「全建愛知第38回定期
大会」を開催します。

全建愛知第38回定期大会告示

日　程　平成22年6月20日（日）
会　場　名古屋国際会議場
　　　　名古屋市熱田区熱田西町
　　　　　　　　　　　　　  1番1号

議　題　第37期経過報告
　　　　第37期決算報告
　　　　第38期運動方針案
　　　　第38期予算案
　　　　功労者表彰
　　　　役員一部改選
　　　　その他　

代議員　大会議事運営規程により、各
　　　　支部へ通達

組
合
窓
口
で
受
付
開
始

申
請
窓
口
、
新
た
に
開
設

住宅版
エコポイント

　
ま
た
は
、
相
談
窓
口
へ
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０
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０
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問
合
　

　
総
務
課
・
資
格
税
務
課
ま
で

　
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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中
建
国
保
と
は
無
関

中
建
国
保
と
は
無
関
係係

無
資
格
加
入
で
報

無
資
格
加
入
で
報
道道



　

　中建国保の健全な運営の

ため、職種の変更・組織変更

（個人から法人）・転業・廃

業等がありましたら、組合の

健康保険課へご連絡くださ

い。

中建国保からのお知らせ
　今月の組合費等の自動引落日

は27日（火）です。26日（月）

までに、預金残高をご確認くだ

さい。　

　尚、引落不能

の場合は、右表

のとおり翌月に

延滞金が加算さ

れます。

自動引落のお知らせ

１ヶ月    300円

2ヶ月    800円

3ヶ月 1,800円

◎日時　４月18日（日）
　　　　午前10時～

◎会場　全建愛知会館

※お電話でのご予約が必要です

　  ／0120-154-931

　 ／050-3785-1684

今月の新加入説明会

（イコーヨ クミアイ）

　組合からの給付金や中建国保か

らの償還金等を振り込むため、組

合員の皆さんに東海労働金庫の口

座を作っていただいています。

　お手元に、東海労働金庫の通帳

をお持ちでない方は、給付ができ

ませんので組合へご連絡くださ

い。

労金口座お持ちですか
　組合から、毎月キャロットなどの

郵便物を送っています。

　しかし、お引越しや区画整理等で

住所が変更された場合、組合からの

郵便物が届かず、戻ってきています。

とても大切な情報をお知らせしてい

ます。住所変更の際は、速やかに組

合までご連絡ください。

住所変更の届出を

　
組
合
の
契
約
健
診
機
関
で
あ

れ
ば
、
通
年
で
集
団
健
康
診
断

と
同
様
の
健
診
項
目
を
実
費
負

担
な
し
で
受
診
で
き
ま
す
。

①
契
約
健
診
機
関
を
選
択
し
、

　
ご
自
身
で
健
診
予
約
を
お
願

　
い
し
ま
す
。

※
必
ず
、
中
建
国
保
の
組
合
員

　
で
あ
る
旨
を
伝
え
て
く
だ
さ

　
い
。

②
受
診
日
当
日
、
必
ず
窓
口

　
へ
「
健
康
保
険
証
」
を
提
示

　
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

契
約
健
診
機
関
以

　
契
約
健
診
機
関
以
外外
でで
　
　
　
　
　
　

受
診
す
る
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
受
診
す
る
場
合
　

　
契
約
健
診
機
関
以
外
で
、
受

診
を
希
望
す
る
場
合
、
中
建
国

保
の
規
定
の
条
件
（
受
診
者
資

格
・
健
診
項
目
）
を
満
た
し
て

い
な
い
と
補
助
が
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
　

　
必
ず
、
健
診
を
受
け
る
前
に

組
合
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
受
診
方
法
な
ど
を
ご
案
内
い

た
し
ま
す
。

【
補
助
金
額
】

　
基
本
健
診
項
目
・
胸
部
レ
ン

ト
ゲ
ン
・
が
ん
検
診
を
含
ん
だ

健
診
を
受
診
さ
れ
た
場
合
、
上

限
一
万
円
ま
で
補
助
し
ま
す
。

適
用
除
外
事
業
所

　
適
用
除
外
事
業
所
のの
　
　
　
　
　
　
　

従
業
員
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

従
業
員
に
つ
い
て
　

　
適
用
除
外
事
業
所
※
1
の
従

業
員
は
労
働
安
全
衛
生
法
に
よ

る
事
業
者
健
診
の
実
施
義
務
が

優
先
す
る
た
め
、
原
則
と
し
て

中
建
国
保
の
「
個
人
に
対
す
る

健
康
診
査
補
助
事
業
」
か
ら
除

外
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
建
国
保
は
、
特
定
健
診
の

結
果
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
協
力
費
と
し
て

上
限
一
万
円
を
支
払
い
ま
す
。

※
１
　
適
用
除
外
事
業
所
…

　
法
人
の
事
業
所
、
ま
た
は
五

　
人
以
上
の
従
業
員
が
い
る
個

　
人
事
業
所
で
、
健
保
適
用
除

　
外
手
続
き
を
し
て
い
る
事
業
所

【
注
意
事
項
】

・
健
診
補
助
は
年
度
内
一
回
に

　
な
り
ま
す
。
組
合
の
集
団
健

　
康
診
断
を
受
診
さ
れ
る
と
健

　
診
補
助
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

　
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
二
十
一
年
度
に
実
施
さ
れ
た

　
人
間
ド
ッ
ク
補
助
金
制
度
は

　
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。
　

・
食
事
は
、
前
日
の
午
後
九
時

　
ま
で
に
お
済
ま
せ
い
た
だ

　
き
、
当
日
、
健
診
終
了
ま
で

　
水
以
外
の
摂
取
は
お
や
め
く

　
だ
さ
い
。
牛
乳
・
ス
ポ
ー
ツ

　
ド
リ
ン
ク
・
清
涼
飲
料
水
・

　
ガ
ム
・
飴
な
ど
も
検
査
数
値

　
に
影
響
を
与
え
ま
す
。

健
康
診
断
受
付
開
始

契
約
健
診
機
関
　
実
費
負
担
な
し
で
受
診
可

年に１度は健診を

　
毎
年
流
行
す
る
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
は
、
罹
患
す
る
と
重
症
化

し
、
健
康
を
著
し
く
損
ね
る
ば

か
り
か
医
療
費
の
増
加
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
有
効
な
予
防
法

で
あ
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
自
費

診
療
で
あ
る
た
め
、
接
種
を
受

け
る
方
の
経
済
的
負
担
も
大
き

く
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
中
建
国
保
で
は
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
に

対
し
、
補
助
金
を
支
給
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
感
染
予
防
に
向
け
て
、
ぜ

ひ
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

【
補
助
対
象
者
】　
　
　
　
　

　
接
種
時
点
で
中
建
国
保
の
資

　
格
の
あ
る
組
合
員
・
家
族

【
補
助
対
象
と
な
る
接
種
の
時
期
】

　
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
～

　
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

【
補
助
金
額
】
　
　
　
　
　
　

　
一
千
円

　
（
補
助
対
象
者
一
人
当
た
り

　
　
年
度
内
一
回
）

【
必
要
書
類
】

①
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　
補
助
金
申
請
書

②
左
記
の
二
点
の
条
件
を
満
た

　
す
書
類

　
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

　
　
種
を
受
け
た
こ
と
が
確
認

　
　
で
き
る
も
の

　
・
接
種
日
、
医
療
機
関
名
、

　
　
接
種
を
受
け
た
者
が
確
認

　
　
で
き
る
も
の

　
例
　
領
収
書
の
原
本
、
接
種

　
　
　
証
明
、
母
子
手
帳
の
写

　
　
　
し
等

※
ご
不
明
な
点
は
、
健
康
保
険

　
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。

予
防
接
種
を
受
け
よ

予
防
接
種
を
受
け
よ
うう

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
補
助
金
制
度

新制度スタート

※エルズメディケア名古屋は、女性専用の健康診断施設になります。ご注意ください。

契約健診機関一覧表
予約受付時間電話番号所在地契約健診機関 名称

月～金曜日8:30～17:30

　  土曜日8:30～正　午
052-821-0090

名古屋市南区千竈通7-16-1名古屋セントラルクリニック

名古屋市中村区那古野1-47-1
国際センタービル10F

国際セントラルクリニック

名古屋市中村区名駅3-26-13
名古屋駅前S.I.Aビル12F

テルミナセントラルクリニック

愛知郡東郷町大字春木字白土1-1884和合セントラルクリニック

月曜日～金曜日
9:00～16:30052-741-9211名古屋市千種区今池1-8-4オリエンタル労働衛生協会

月～金曜日9:00～17:00
土曜日（第一土曜以外）9:00～13:000533-67-0101蒲郡市拾石町前浜40-10オリエンタル蒲郡健診センター

火曜日～土曜日
9:00～17:000566-75-7515安城市相生町14-14三河安城クリニック

月～金曜日9:00～11:30
担当　中村052-486-6875名古屋市中村区道下町2-26ライフ健康クリニック

月～金曜日8:30～17:00
　  土曜日8:30～11:300561-82-6194瀬戸市共栄通1-48瀬戸健康管理センター

月～金曜日8:30～17:00
   土曜日9:30～11:000120-489-545岡崎市竜美西1-9-1岡崎市医師会公衆衛生センター

月～金曜日9:00～17:00
       土曜日9:00～11:000564-24-2217岡崎市中岡崎町1-10宇野病院健診センター

月曜日～金曜日
9:00～17:00

0567-28-5151
（内線3111）津島市橘町3-73津島市民病院健康管理センター

月～金曜日9:00～17:30
       土曜日9:00～12:300569-27-7887半田市神田町1-1半田市医師会健康管理センター

月～金曜日10:00～17:00
      土曜日10:00～14:000565-57-3366豊田市駒新町金山1-12中野胃腸病院 健診センターなかの

月～金曜日8:30～17:30
       土曜日8:30～12:300532-61-3000豊橋市吾妻町137光生会病院 総合健診センター

火曜日～土曜日
8:30～16:00052-737-6500

名古屋市中区栄2-1-1
日土地名古屋ビル3F

エルズメディケア名古屋
（女性専用）

※受診希望日の2週間前までに、「契約健診施設」へ直接電話予約をしてください。

※状況に応じて提出していただく書類が異なります。まずは、組合へご連絡ください。
※全ての手続きにおいて、申請書類への記入・捺印・中建国保の保険証が必要です。

出産、結婚、転入など
で家族が増えたとき

＜必要なもの＞
世帯全員・続柄記載の住民票、
資格喪失証明等、（印鑑）

就職、死亡、転出など
で家族が減ったとき

＜必要なもの＞
就職先での保険証、死亡診断書、
転出した方の世帯全員・続柄記
載の住民票等、（印鑑）

住所が変わったとき

＜必要なもの＞
新住所での住民票、（印鑑）

健康保険の健康保険の異異動手続動手続きき
中建国保の保険証が必中建国保の保険証が必要要

長期出張や施設入所などで
住所を離れて保険証がもう
１枚必要なとき

＜必要なもの＞
世帯全員・続柄記載の住民票、
施設入所証明等、（印鑑）

氏名が変わったとき

＜必要なもの＞
世帯全員・続柄記載の住民票、戸籍抄本、（印鑑）

＜必要なもの＞
在学証明、（印鑑）

子供が他県で就学して
保険証がもう1枚必要
なとき

保険証を破損、
紛失したとき

＜必要なもの＞
破損した保険証または
紛失証明等、（印鑑）



事
業
所
の
労
働
保
険
（
労
災
・
雇
用

事
業
所
の
労
働
保
険
（
労
災
・
雇
用
））

年
度
更
新
に
つ
い

年
度
更
新
に
つ
い
てて

　
事
業
所
の
労
働
保
険
更
新
の

時
期
が
到
来
し
ま
し
た
。

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

①
郵
送
受
付

②
更
新
会
受
付

　
と
い
う
二
通
り
が
ご
ざ
い
ま

す
。
　
期
日
内
の
手
続
き
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

【
必
要
書
類
】

①
会
社
の
「
ゴ
ム
印
」・「
実
印
」

　
（
個
人
事
業
主
は
「
認
印
」
）

②
平
成
二
十
一
年
四
月
～
平
成

　
二
十
二
年
三
月
ま
で
に
完
成

　
し
た
「
元
請
工
事
台
帳
」

③
平
成
二
十
一
年
四
月
分
～
平

　
成
二
十
二
年
三
月
分
ま
で

　
の
、
従
業
員
の
「
賃
金
台
帳
」

④
ご
送
付
し
ま
し
た
更
新
書
類

　
一
式

雇
用
保
険
の
改
正
に
つ
い
て

　
平
成
二
十
二
年
四
月
か
ら
、

雇
用
保
険
率
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
　
四
月
分
の
給
料
か
ら
天
引
き

す
る
雇
用
保
険
料
は
、
新
し
い

率
で
計
算
し
て
く
だ
さ
い
。

※
昭
和
二
十
一
年
四
月
一
日
以

　
前
生
ま
れ
の
従
業
員
給
料
か

　
ら
は
、
雇
用
保
険
料
の
天
引

　
き
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
事
業
主
・
従
業
員
と
も
に
雇

　
用
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
問
合
　
労
働
保
険
課
ま
で
ご

　
　
　
　
連
絡
く
だ
さ
い
。

労
働
対
策
部

確
か
め
て

安
全
確
認

再
確
認

受付時間住所会場日程

各会場共通

10：00～16：00

（正午～13：00は休憩時間）

一宮市若竹3-1-12
アイプラザ一宮

（第１会議室）
11日（日）

４月
名古屋市港区九番町

　　　　　４-1-10

全建愛知会館

（本部事務所）
18日（日）

津島市莪原町字椋木5
アイプラザ津島

（第２会議室）
25日（日）

労災・雇用保険　年度更新会 日程表

【
対
象

【
対
象
】】

①
新
築
…

　
　
平
成
二
十
一
年
十
二
月
八

　
　
日
か
ら
二
十
二
年
末
ま
で

　
　
に
着
工
。

　
　
省
エ
ネ
基
準
を
満
た
す
木

　
　
造
住
宅
な
ど
。

②
リ
フ
ォ
ー
ム
…

　
　
平
成
二
十
二
年
中
に
着
工
。

　
　
窓
・
外
壁
・
屋
根
・
天
井

　
　
・
床
の
断
熱
改
修
な
ど
。

【
発
行
ポ
イ
ン
ト
数

【
発
行
ポ
イ
ン
ト
数
】】
　

①
新
築
…

　
　
一
戸
あ
た
り
三
十
万
ポ
イ

　
　
ン
ト

②
リ
フ
ォ
ー
ム
…

　
　
一
戸
あ
た
り
最
大
三
十
万

　
　
ポ
イ
ン
ト

◎
内
窓
取
り
付
け
・
外
窓
交
換

　
大
（
２
．
８
愛
～
）

　
　
一
万
八
千
ポ
イ
ン
ト

　
中
（
１
．
６
愛
～
２
．
８
愛
未
満
）

　
　
一
万
二
千
ポ
イ
ン
ト

　
小
（
０
．
２
愛
～
１
．
６
愛
未
満
）

◎
ガ
ラ
ス
交
換（
ガ
ラ
ス
ご
と
）

　
大
（
１
．
４
愛
～
）

　
　
七
千
ポ
イ
ン
ト

　
中
（
０
．
８
愛
～
１
．
４
愛
未
満
）

　
　
四
千
ポ
イ
ン
ト

　
小
（
０
．
１
愛
～
０
．
８
愛
未
満
）

　
　
二
千
ポ
イ
ン
ト

◎
外
壁
・
屋
根
・
天
井
・
床
の

　
断
熱
改
修

　
外
壁

　
　
十
万
ポ
イ
ン
ト

　
屋
根
・
天
井

　
　
三
万
ポ
イ
ン
ト

　
床
　
　
五
万
ポ
イ
ン
ト

◎
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

　（
限
度
五
万
ポ
イ
ン
ト
）

　
手
す
り
の
設
置

　
　
五
千
ポ
イ
ン
ト

　
段
差
解
消

　
　
五
千
ポ
イ
ン
ト

　
廊
下
幅
な
ど
の
拡
張

　
　
二
万
五
千
ポ
イ
ン
ト

※
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
の
み
は
エ
コ

　
ポ
イ
ン
ト
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

【
ポ
イ
ン
ト
交

【
ポ
イ
ン
ト
交
換換
対
象
対
象
】】
　

　
商
品
券
・
プ
リ
ペ
ー
ド
カ
ー

　
ド
・
省
エ
ネ
商
品
な
ど
と
交

　
換
／
追
加
工
事
の
費
用

【
申
請
期
限

【
申
請
期
限
】】

　
労
働
安
全
衛
生
法
関
係
法

令
に
基
づ
く
、
小
型
移
動
式

ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講
習
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
受
講
し
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

■
講
習
日
程

小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小
型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型
移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動
式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式
クククククククククククククククククククククククククククククククククククククククク
レレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン

運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運
転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転
技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技
能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能
講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講
習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習

運
転
技
能
講
習
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

◎
発
行
の
申
請

・
新
築
…

　
　
一
戸
建
て
は
平
成
二
十
三

　
　
年
六
月
三
十
日
ま
で
、
共

　
　
同
住
宅
な
ど
は
十
二
月
末

　
　
ま
で
。
（
但
し
、
十
一
階

　
　
建
て
以
上
は
平
成
二
十
四

　
　
年
末
ま
で
）

・
リ
フ
ォ
ー
ム
…

　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十

　
　
一
日
ま
で
。

・
交
換
の
申
請
…

　
　
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十

　
　
一
日
ま
で
。

　
◎
学
科

　
　
五
月
十
五
日
（
土
）

　
　
五
月
十
六
日
（
日
）

　
※
両
日
と
も

　
　
八
時
五
十
分
～
十
七
時

　
◎
実
技

　
　
五
月
十
八
日
（
火
）
～

　
　
　
　
二
十
日
（
木
）

　
※
実
技
講
習
日
は
、
指
定
日

　
　
に
な
り
ま
す
。

■
会
場

　
（
社
）
日
本
ク
レ
ー
ン
協
会

　
東
海
支
部
半
田
教
習
セ
ン
タ
ー

　
半
田
市
住
吉
町
三
―
百
五
十
五

■
受
講
資
格

　
十
八
才
以
上

■
会
費
　
二
万
九
千
五
百
円
／

　
　
　
　
テ
キ
ス
ト
代
含

■
定
員
　
三
十
名

■
〆
切
　
四
月
七
日
（
水
）

■
申
込
・
問
合
　

　
資
格
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く

　
だ
さ
い
。

姥 厩嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘

姥
厩

嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘

　
隔
月
で
キ
ャ
ロ
ッ
ト
に
掲
載

し
ま
し
た
、「
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
は
、
多
数

の
方
々
か
ら
、
ハ
ガ
キ
を
お
寄

せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
総
数
「
三
百
二
十
八
枚
」（
二

月
末
現
在
）
お
寄
せ
い
た
だ
き
、

主
催
者
で
あ
る
「
連
合
愛
知
へ

百
七
十
一
枚
」
、
「
中
部
盲
導
犬

協
会
へ
百
五
十
七
枚
」
寄
付
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
、
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ

を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

従業員負担率事業主負担率事業内容

６／10009.5／1000
一般の事業

（設計事務所や加工業など）

７／100011.５／1000建設の事業

平成22年４月分以降の雇用保険率

頑
顔

眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼

頑 顔眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

　
中
建
国
保
に
ご
加
入
の
皆
さ

ん
が
お
使
い
の
健
康
保
険
証
の

有
効
期
限
は
、
三
月
末
日
で
す
。

　
有
効
期
限
が
切
れ
る
の
に
あ

わ
せ
て
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
が

所
属
す
る
各
支
部
に
て
、
保
険

証
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
保
険
証
交
換
会
に
行
け
ず
、

ま
だ
健
康
保
険
証
の
交
換
が
お

済
み
で
な
い
方
は
、
健
康
保
険

課
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
き
、
交

換
方
法
を
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
「
就
学
中
の
方
（
マ

ル
学
）
」
と
「
遠
隔
地
の
方
（
マ

ル
遠
）
」
の
健
康
保
険
証
は
、

支
部
で
交
換
で
き
ま
せ
ん
。
本

部
事
務
所
で
の
取
り
扱
い
に
な

り
ま
す
の
で
、
別
途
該
当
者
へ

送
付
さ
れ
た
案
内
で
手
続
き
方

法
等
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、「
賃
金
実
態
調
査
（
黄

色
）
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

二
十
二
年
度
中
に
七
十
五
歳
に

　
　
　
　
到
達
す
る
家
族
の
方

健
康
保
険
証
の
交
換
を

お
忘
れ
な
く
、
速
や
か
に

　
平
成
二
十
二
年
度
中
に
七
十

五
歳
に
到
達
す
る
家
族
の
方

は
、
誕
生
日
の
翌
日
で
中
建
国

保
の
資
格
喪
失
を
す
る
た
め
、

個
別
の
健
康
保
険
証
を
交
付

し
ま
す
。（
保
険
証
の
有
効
期

限
が
組
合
員
や
他
の
家
族
と

異
な
る
た
め
）

 二
十
二
年
度
中
に
組
合
員
が
　

　
 七
十
五
歳
に
到
達
す
る
世
帯

　
平
成
二
十
二
年
度
中
に
組

合
員
が
、
七
十
五
歳
に
到
達

す
る
場
合
、
健
康
保
険
証
の

有
効
期
限
は
、
七
十
五
歳
の

誕
生
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

問
合
　
健
康
保
険
課
ま
で
ご

　
　
　
連
絡
く
だ
さ
い
。

雇用保険料は給料天引きしてください

総支給額が30万円の場合

300,000円×7/1000＝2,100円

お給料が変われば、雇用保険料も変わります。
毎月計算して、従業員のお給料から天引きして
ください。

（従業員の負担分）

建設業の計算例

　「一斉積立ぜんけんあいち」の積立金額は、月々
2,000円です。
　組合費等と合わせて毎月27日に自動引落となり、
元金12万円（5年間／60ヶ月）に達した時に、自
己判断により、随時積立を停止させることが可能で
す。また、積立停止後の再開及び12万円超過分の引
き出しについても可能ですので、ご希望の方は、お
申し付けください。
　「一斉積立の一部解約・再開（継続）・停止依頼書」
を送付いたします。12万円に達しない方について
は、引き出しはできません。
　一斉積立の停止や再開の都度、引落明細書は発行
されませんので、引落金額にご注意の上、毎年3月
中旬にお送りした、自動引落のお知らせをご確認く
ださい。

　一斉積立引落につきましては、組合までお問い合
わせください。

随時積立を停止できます
引落のご案内
一 斉 積 立 積立12万円に到達の方は、

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協
力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力
あああああああああああああああああああああ
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
ががががががががががががががががががががが
ととととととととととととととととととととと

ご
協
力
あ
り
が
と
うううううううううううううううううううううう

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
ざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ままままままままままままままままままままま
ししししししししししししししししししししし

ご
ざ
い
ま
し
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

書
き
損
じ
ハ
ガ
キ

需
要
の
喚
起
に
つ
な
が
る

住
宅
版
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
概
要

新築住宅に
30万ポイント



組
合
共
済
制
度
と

組
合
共
済
制
度
と
はは

　
組
合
共
済
制
度
と
は
、
全
建

愛
知
に
加
入
す
る
と
全
員
の
方

が
共
済
給
付
金
の
対
象
と
な

り
、
自
己
申
請
に
よ
り
給
付
金

を
受
け
と
る
こ
と
が
で
き
る
共

済
制
度
で
す
。

　
毎
月
二
十
七
日
に
引
落
さ
れ

て
い
る
組
合
費
二
千
四
百
円
の

中
に
、
こ
の
組
合
共
済
掛
金
が

含
ま
れ
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
給
付
内
容
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

死
亡
弔
慰

死
亡
弔
慰
金金

　
組
合
員
さ
ん
ご
本
人
・
配
偶

者
（
法
に
定
め
ら
れ
た
配
偶

者
）
・
子
（
生
計
を
共
に
す
る

未
婚
の
子
に
限
る
）
・
親
（
同

居
別
居
問
わ
ず
、
配
偶
者
の
親

も
含
む
）
が
亡
く
な
っ
た
と
き
。

住
宅
災
害
見
舞

住
宅
災
害
見
舞
金金

　
火
災
等
（
破
裂
・
爆
発
・
航

空
機
の
墜
落
等
）
や
自
然
災
害

（
風
水
害
・
地
震
・
噴
火
等
）

で
住
宅
が
損
壊
・
浸
水
し
た
と

き
。

重
度
障
害
見
舞

重
度
障
害
見
舞
金金

　
組
合
員
さ
ん
本
人
が
全
労
済

規
定
の
重
度
障
害
認
定
を
受
け

た
と
き
。

※
重
度
障
害
見
舞
金
の
支
給
を

　
受
け
た
場
合
、
本
人
死
亡
弔

　
慰
金
は
不
支
給
と
な
り
ま

　
す
。

傷
病
見
舞

傷
病
見
舞
金金

　
組
合
員
さ
ん
が
十
四
日
以
上

連
続
し
て
休
業
し
た
と
き
。

傷
病
手
当

傷
病
手
当
金金

　
組
合
員
さ
ん
が
病
気
や
ケ
ガ

で
休
業
し
た
と
き
。

・
入
通
院
問
わ
ず
一
日
に
つ
き

　
千
円
（
休
業
三
十
日
目
か
ら

　
最
高
四
十
一
日
間
）

・
入
院
の
み
一
日
に
つ
き
五
千

　
円
（
休
業
七
十
一
日
目
か
ら

　
最
高
百
日
間
）

※
「
傷
病
見
舞
金
」
・
「
傷
病
手

　
当
金
」
は
、
労
災
事
故
・
交

　
通
事
故
・
第
三
者
行
為
の
場

　
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

成
人
祝

成
人
祝
金金

　
組
合
員
さ
ん
本
人
が
二
十
歳

の
お
誕
生
日
を
迎
え
た
と
き
。

結
婚
祝

結
婚
祝
金金

　
組
合
員
さ
ん
本
人
が
ご
結
婚

さ
れ
た
と
き
。

出
産
祝

出
産
祝
金金

　
組
合
員
さ
ん
本
人
、
ま
た
は

配
偶
者
の
方
が
ご
出
産
さ
れ
た

と
き
。

小
学
祝

小
学
祝
金金

　
お
子
様
が
小
学
校
へ
入
学
さ

れ
た
と
き
。中

学
祝

中
学
祝
金金

　
お
子
様
が
中
学
校
へ
入
学
さ

れ
た
と
き
。敬

老
祝

敬
老
祝
金金

　
組
合
員
さ
ん
本
人
が
七
十
歳

の
お
誕
生
日
を
迎
え
た
と
き
。

速
や
か
な
申
請

速
や
か
な
申
請
をを

　
組
合
共
済
は
、
自
己
申
告
・

自
己
申
請
に
よ
り
給
付
さ
れ
、

事
由
発
生
か
ら
二
年
以
内
が
対

象
と
な
り
ま
す
。
　
（
事
由
発
生

か
ら
二
年
以
上
経
過
す
る
と
失

効
と
な
り
ま
す
。
）

　
組
合
共
済
支
給
申
請
書
・
必

要
書
類
を
添
え
て
、
組
合
ま
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
四
月
よ
り
お
子
様
が
小
学
校

ま
た
は
中
学
校
に
ご
入
学
さ
れ

る
方
は
、
お
忘
れ
の
な
い
よ
う

に
ご
申
請
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ

お
問
い
合
わ
せせ

　
申
請
の
仕
方
・
必
要
書
類
等

に
つ
き
ま
し
て
は
、
詳
し
く
ご

案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
共
済
課
／
三
好
ま
で
お
気

軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡

曳 栄叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

　
こ
の
春
、
小
学
校
一
年
生
・

中
学
校
一
年
生
と
な
る
お
子
様

へ
組
合
か
ら
小
学
入
学
祝
金
一

万
円
、
中
学
入
学
祝
金
五
千
円

が
贈
ら
れ
ま
す
。

　
下
表
の
太
枠
に
必
要
事
項
を

ご
記
入
の
上
、
健
康
保
険
証
の

コ
ピ
ー
ま
た
は
、
就
学
証
明
書

を
添
付
し
郵
送
ま
た
は
胃
で
組

合
ま
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
お
祝
金
は
四
月
下
旬
よ
り
順

次
、
申
請
さ
れ
た
方
の
労
金
口

座
へ
振
込
い
た
し
ま
す
。

■
備
考

　
昨
年
、
小
学
校
・
中
学
校
に

　
入
学
の
お
子
様
で
未
申
請
の

　
方
は
、
こ
の
機
会
に
申
請
し

　
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合

　
年
金
共
済
課
／
三
好
ま
で
ご

　
連
絡
く
だ
さ
い
。

剛 号劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫劫切 り 取 り 線

充
実
し
た
制
度
で
安

充
実
し
た
制
度
で
安
心心

手 続 き は

組
合
共
済
制
度
の
ご
案

組
合
共
済
制
度
の
ご
案
内内

２ 年 以 内
小
学
校
・
中
学
校
入
学
お
め
で
と
う

速
や
か
に
手
続
き
を



　２月14日（日）守山支部主催に
よるボウリング大会が瀬戸市の
東名ボウルにて、44名の参加者に
より開催されました。
　久しぶりのボウリングと言わ
れる方が多く、フォームをチェッ
クする姿があちらこちらで見受
けられました。
　横山支部長による始球式の後、
豪華賞品を目指してゲーム開始。　ストライクを決めて仲間とハイタ
ッチする人や、プロボウラー顔負けの出で立ちでストライクを連発す
る人、大人に負けじと重いボールを必死に転がす子たち。皆さん笑顔
で２ゲームを堪能していまし
た。
　ゲーム終了後、食事会と表彰
式があり、優勝は恩田眞一様、
準優勝は落清信様、３位は好川
浩二様でした。おめでとうござ
います。
　その他にも各賞あり、全員が
賞品をゲットでき、盛り上がり
ました。皆さんお疲れ様でした。
　　　　　【北原康博通信員】
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 笑顔が絶えません
守山支部／ボウリング大会 ２月14日

始
球
式
を
す
る
横
山
支
部
長

や
っ
た
ぁ
ー

　
名
古
屋
駅
前
の
超
高
層

ビ
ル
、ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
ス

ク
エ
ア
ー
四
十
一
階
の

「
人
形
町
・
今
半
」で
中
川

熱
田
支
部
主
婦
の
会
の
新

春
の
集
い
は
、
バ
ン
ク
ー

バ
ー
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
中
の
二
月
十
八
日

（
木
）で
し
た
。

　
参
加
者
二
十
一
名
は
、

名
古
屋
の
南
方
面
を
一
望

で
き
る
南
側
の
畳
の
部
屋

に
通
さ
れ
、
日
頃
味
わ
う

こ
と
が
で
き
な
い
料
理

や
、
お
も
て
な
し
に
家
事

や
仕
事
の
疲
れ
を
取
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
前
菜
に
出
て
き
た

中
の
キ
ュ
ウ
リ
は
、

春
を
告
げ
る
う
ぐ
い

す
の
形
に
細
工
さ
れ

て
「
わ
ぁ
ー
」の
感
嘆

の
声
に
春
の
足
音
を

感
じ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
会
員

の
皆
さ
ん
に
参
加
し

て
良
か
っ
た
！
と
思

っ
て
い
た
だ
け
る
企

画
を
考
え
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
…
と
鬼

頭
会
長
に
、「
あ
そ
こ
に
も

行
っ
て
み
た
い
！
お
い
し

い
ラ
ン
チ
が
あ
る
ん
だ
け

れ
ど
…
」の
、
声
に
会
員
の

輪
が
つ
な
が
っ
て
い
く
様

な
一
時
で
し
た
。

　
　
【
位
田
仁
美
通
信
員
】
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美
味
し
く
い
た
だ
い
て
い
ま
す

参加された皆さん

中
川
熱
田
支
部
主
婦
の
会
／
新
年
の
集
い

味
と
お
も
て
な
し
に
大
満
足
２月18日

　２月28日（日）午後12時30分
より星ヶ丘ボウルで恒例の昭和
支部青年部主催のボウリング大
会が開催されました。
　子供さん18名を含む総勢68名
で松山啓治支部長の始球式でゲ
ームスタートしました。
　皆さんの一球一球に込められ
た真剣な眼差し、ストライクを出
し溢れる笑顔の方やスペアを取

りそこね苦笑いの方など和気あいあいの内にゲーム終了となりまし
た。
　２時より「懇親会と表彰式」が行われ、会場のテーブルには飲み物
や料理が所せましと用意されていま
した。
　表彰式に移り順位発表です。
　優勝は、スコア363点を出された井
上靖憲さんです。２位は、何と１位井
上さんの息子さんで将臣君でした。　
素晴らしいですね。
３位は山本真也さんです。
　全員に順位賞が手渡され終了しま
した。　　　　　　【加藤明美通信員】
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昭和支部青年部／ボウリング大会 ２月28日

一
位
・
二
位
に
な
っ
た
井
上
親
子

溢れる笑顔

懇親会の様子

　
二
月
二
十
八
日
（
日
）
雨

降
る
中
、
港
支
部
信
州
駒
ヶ

根
へ
イ
チ
ゴ
狩
り
＆
し
ゃ
ぶ

し
ゃ
ぶ
食
べ
放
題
の
旅
に
七

十
二
名
で
出
発
い
た
し
ま
し

た
。
　
信
州
に
向
か
う
に
つ
れ

て
天
気
も
回
復
し
イ
チ
ゴ

狩
り
は
、
女
峰
、
章
姫
、

紅
ほ
っ
ぺ
、
そ
れ
ぞ
れ
食

べ
比
べ
、
も
う
満
足
と
堪

能
。
　
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
は
食
べ

放
題
と
あ
っ
て
、
次
々
に

お
肉
の
お
か
わ
り
を
し

て
、
お
腹
満
腹
で
み
ん
な

笑
顔
で
会
食
い
た
し
ま
し

た
。

　
途
中
、
お
土
産
を
買
い
お

目
当
て
の
物
産
も
見
つ
け
た

り
、
と
て
も
良
い
コ
ー
ス
で

し
た
。
帰
り
は
、
晴
れ
。
景

色
を
眺
め
て
い
る
と
、
日
々

の
疲
れ
が
癒
さ
れ
て
ゆ
く
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
ビ
ン
ゴ
大
会
も
盛
り
上
が

り
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
【
瀧
さ
ゆ
り
　
記
】
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港
支
部
／
イ
チ
ゴ
狩
り
＆
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
食
べ
放
題

イ
チ
ゴ
を
堪
能
し
ま
し
た

２月28日

甘
く
て
美
味
し
い
よ

こ
ち
ら
の
イ
チ
ゴ
も
最
高
で
す

　西支部は、３月７日（日）に㈱名西住
建(組合員の後藤氏）との共催で　「住宅
デー」 を行いました。
　会場の設営をする６日（土）は、天気
が悪く小雨が降る中でのテントの設置
や展示品を陳列した作業を行いました。
　当日の7日も、小雨が降ったり止んだ
りの１日でしたが、夫婦連れや親子での
お客様が来場して、各々が興味のある展
示品のブースで係員の説明を聞き、パンフレットをもらっていました。
　そして、餅つきコーナーでは餅つきを体験したり、搗き立てのお餅
にアンコときな粉をつけて美味しそうに食べていました。
　又、午前と午後の２回、今話題の「住宅版エコポイント制度」につ

いての説明会を行いましたが、
各回共に15～20名の参加者が
あり熱心に聞いていました。
　50才代の夫婦で説明を受け
た人は「１箇所でも内窓を取り
付けるとエコポイントが付くの
であれば、この機会に実施をし
てエコに少しでも協力をした
い。」と言って帰られました。　
　　　　　　　【青木繁通信員】
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西支部／住宅デー ３月7日

雨の中での住宅デー

ヨイショ・ヨイショ

役
員
の
皆
さ
ん

　
二
月
十
四
日
（
日
）
津
島
市

の
サ
ン
ガ
ー
デ
ン
に
て
、
参

加
者
四
十
六
名
で
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
開
始
時
間
が
少
し
遅
れ
、

十
二
時
過
ぎ
の
ス
タ
ー
ト
に

な
っ
て
し
ま
い
、み
ん
な
ハ

ン
バ
ー
ガ
ー
を
食
べ
な
が
ら

の
ゲ
ー
ム
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　
ス
ト
ラ
イ
ク
で
ガ
ッ
ツ
ポ

ー
ズ
を
す
る
人
、ス
プ
リ
ッ

ト
で
頭
を
抱
え
込
む
人
、み

な
さ
ん
和
気
あ
い
あ
い
と
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
ハ
ン
デ
ィ
制

（
子
供
五
十
点
・
女
性
三
十

点
）で
行
い
、
川
面
鈴
子
さ

ん
が
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
　
新
支
部
を
設
立
し
て
一

年
経
た
な
い
な
か
で
、
今

回
幹
事
を
し
て
く
だ
さ
っ

た
方
々
、
大
変
ご
苦
労
様

で
し
た
。

　
そ
し
て
、
次
回
か
ら
は
、

も
っ
と
参
加
人
数
が
増
え

て
、み
な
さ
ん
が
も
っ
と
楽

し
め
る
様
、
役
員
一
同
頑
張

り
ま
す
の
で
、
組
合
員
の
み

な
さ
ん
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
【
佐
藤
伸
吾
　
記
】
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優
勝
さ
れ
た
川
面
鈴
子
さ
ん
（
左
）

それ～ぇ

津
島
支
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

や
っ
た
ぁ
、
ス
ト
ラ
イ
ク
ー
２月14日
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影

営

映

叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡
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二
月
十
九
日
（
金
）
、
全
建
愛

知
技
術
対
策
部
主
催
の
技
術
研

修
会
を
参
加
者
四
十
四
名
で
行

い
ま
し
た
。

　
行
き
先
は
、
富
山
県
高
岡
市

に
あ
る
勝
興
寺
と
金
屋
町
町
並

み
で
、
一
同
名
古
屋
駅
に
集
合

し
富
山
県
に
向
け
て
出
発
。

　
朝
、
天
気
は
晴
天
で
し
た
が
、

目
的
地
の
富
山
県
に
着
い
た
頃

に
は
、
 霙
 混
じ
り
の
雨
が
降
る

み
ぞ
れ

悪
天
候
の
中
、
目
的
地
の
勝
興

寺
に
到
着
し
、
大
林
組
の
山
本

所
長
と
職
藝
学
院
の
上
野
教
授

の
も
と
修
復
工
事
中
の
現
場
内

を
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
　
現
在
、
約
三
万
愛
の
広
大
な

境
内
に
は
本
堂
を
は
じ
め
と

し
、
十
二
棟
の
建
造
物
が
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
一
九
九

八
年
度
よ
り
約
二
十
カ
年
計
画

で
保
存
修
理
工
事
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
今
回
の
保
存
修
理
工
事
で

は
、
大
広
間
や
書
院
な
ど
十
一

棟
の
半
解
体
修
理
を
行
っ
て
お

り
、
普
段
目
に
し
た
こ
と
の
な

い
工
事
現
場
（
内
容
）
に
、
一

同
真
剣
な
眼
差
し
で
見
学
を
し

て
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
金
屋
町
町
並
み
に
場

所
を
移
動
、
目
的
地
に
到
着
。

熱心に見学をする参加者

襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

襖
鴬
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横
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横
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横
横
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横
横
横
横

技
術
研
修
会
開

技
術
研
修
会
開
催催

富
山
県
勝
興
寺
改
修
工
事
・
見

富
山
県
勝
興
寺
改
修
工
事
・
見
学学

　
「
住
ま
い
の
夢
へ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
＋

１
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

住
ま
い
づ
く
り
の
応
援
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、「
ハ
ウ
ジ
ン
グ
＆
リ

フ
ォ
ー
ム
あ
い
ち
２
０
１
０
」

が
、
三
月
五
日
（
金
）
～
七
日

（
日
）
ま
で
の
三
日
間
（
来
場

者
数
三
万
二
千
七
百
人
）
吹
上

ホ
ー
ル
（
名
古
屋
市
千
種
区
）

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
建
愛
知
は
、「
親
子
大
工
教

室
（
イ
ベ
ン
ト
広
場
）
」
と
「
住

ま
い
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
に
参

加
し
ま
し
た
。

　
住
ま
い
の
相
談
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
住
宅
版
エ
コ
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
の
質
問
も
多
く
あ

り
、
新
築
工
事
や
リ
フ
ォ
ー
ム

を
し
た
ら
、
ど
れ
だ
け
の
ポ
イ

ン
ト
が
も
ら
え
る
の
か
、
な
ど

の
質
問
が
飛
び
交
う
中
、
役
員

は
、
熱
心
に
相
談
者
へ
受
け
答

え
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
七
日
（
日
）
の
イ

ベ
ン
ト
広
場
で
は
、
毎
年
大
好

評
の
親
子
大
工
教
室
が
行
わ

れ
、
「
親
子
で
楽
し
く
木
製
小

物
入
れ
制
作
に
挑
戦
」
と
題
し
、

今
年
も
木
製
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ッ

ク
ス
を
制
作
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
雨
降
り
と
真
冬
を

思
わ
せ
る
よ
う
な
寒
さ
が
重
な

り
、
午
前
十
時
に
開
場
し
て
も

悪
天
候
の
影
響
で
来
場
者
は
例

年
よ
り
若
干
少
な
い
様
で
し

た
。
　
そ
ん
な
中
、
心
配
も
よ
そ
に
、

イ
ベ
ン
ト
広
場
で
は
、
十
組
二

十
人
の
親
子
が
集
ま
り
、
午
前

の
部
の
親
子
大
工
教
室
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　
会
場
内
は
、
次
第
に
金
づ
ち

を
叩
く
音
が
響
き
渡
り
、
一
生

懸
命
に
木
製
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ッ
ク

ス
を
作
る
親
子
の
姿
が
あ
ち
ら

こ
ち
ら
に
見
受
け
ま
し
た
。

　
会
場
内
を
慌
た
だ
し
く
駆
け

回
る
役
員
の
額
に
は
、
汗
が
浮

か
ん
で
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
親
子
は
、「
ま
っ
す

ぐ
釘
を
打
つ
こ
と
が
で
き
ず
、

悪
戦
苦
闘
し
ま
し
た
が
、
と
て

も
楽
し
か
っ
た
」
と
、
話
し
て

い
ま
し
た
。

　
準
備
し
た
六
十
組
の
材
料

は
全
て
な
く
な
り
、
親
子
そ

ろ
っ
て
木
の
温
も
り
に
触
れ

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
上
野
教
授
か
ら
町
並
み
等
の

説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
研
修
会
の
行
程
を
終
了
し
、

帰
路
へ
つ
き
怪
我
も
渋
滞
も
な

く
無
事
に
名
古
屋
駅
へ
到
着
、

研
修
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
技
術
対
策
部
一
同
よ

り
一
言
。

　
「
こ
れ
か
ら
も
色
々
な
企
画

を
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
も
参
加
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
」

【
曾
我
辰
也
技
術
対
策
部
長
　
記
】

　全建愛知の機関紙／キ

ャロットが「優秀賞」と

組合ホームページが「最

優秀賞」を受賞しました。

　隔年で開催している全

建総連主催の機関紙コン

クールでは、各県連・組

合や支部等から機関紙

262紙の応募がありま

した。

　コンクールでは、日頃、

培った機関紙の技術を競

い合い、学び合うことを

保存修理工事の様子

コンクール２冠達成

　　最優秀賞・　　優秀賞ホーム
ページ キャロット
ともに見やすさが高評価

目的に行われています。

　年々、各県連・組合のレベルが上がる中、全建愛

知の機関紙／キャロットは、第3郵便を取得してい

ない県連・組合、単組の部門（24紙）で、「優秀賞」

を受賞することができました。

　また、ホームページでは、日本機関紙協会主催の

「2010全国新年号機関紙コンクール」が開催され、

ホームページ部門／10点・機関紙部門／65紙が、

全国の団体等から応募がありました。

　その結果、ホームページ部門では「最優秀賞」・

機関紙部門では「佳作」を受賞しました。

　このように上位入賞できたのも、組合員の皆さん

からの記事の投稿

など、ご協力いた

だいた賜物です。

　今後とも、キャ

ロットのご愛読及

びホームページの

ご視聴、よろしく

お願いします。

釘
打
ち
を
す
る
親
子

顕

原
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元
元
元
元
元
元
元
元
元

元
元
元
元
元
元
元
元
元

老後の保障は全国建設技能者国民年金基金で

お問い合わせは、共済担当　三好まで

国民年金の上乗せ制度「全建総連の国民年金基金」に加入しよう
メリット１.　掛金が安く設定されています。税金面で実質さらに有利。

メリット3.　受取保証があり、掛け捨てにならない公的な年金で安心。

メリット2.　掛金の全額が社会保険料控除となり、税金も軽減できるお得な年金。
受け取る年金にも税金の優遇措置（公的年金等控除）

ハ
ウ
ジ
ン
グ
＆
リ
フ
ォ
ー
ム
あ
い
ち
二
〇
一
〇

住宅対策部

木
の
温
も
り
に
触
れ
る

民主党 衆議院議員／組合推薦 シリーズ／パート③
第８区／半田・常滑・東海・知多市、知多郡

 伴野 　　 豊 
ばんの ゆたか

皆さん、こんにちは。
　朝でも昼でも伴野豊です

当選を喜ぶ伴野豊議員とご家族

　日頃は、全建愛知の皆様に大変お世話になってお
ります。
　私は、警察官の父と専業主婦の母のごく普通の家

庭に生まれました。祖父は東海市の生まれ、祖母は知多市の生ま
れです。父は荒尾で生まれたと、私が子どもの時よく聞かされて
いました。ですから、伴野のルーツは知多半島そのものと言えます。
　瑞陵高校から名工大に進み、大学院終了後は国鉄に入社しまし
た。国鉄改革後は、JR東海に在籍し、主に東海道新幹線やリニア
中央新幹線の仕事に、当時、最若手技術者として従事していまし
た。　妻とはJR東海時代に知り合い結婚、娘は加木屋中学の2年
生です。現在、東海市加木屋町三ッ池に家族3人で住んでいます。
　私は、元来スポーツが大好きですが、なかなか時間が取れず、
野党時代の隠れた唯一の趣味が映画鑑賞でした。妻や娘にせがま
れて、盆暮れには阿久比や東浦のシネコンに出没しておりました。
いつもどの映画を見るかでもめ、面白い映画にあたったときは妻
や娘の手柄、そうでない時は私の責任。いずれにしても家族で楽
しむ唯一の貴重な時間でした。韓国映画にはまった時もありまし
た。「ラブストーリー」「シルミド」「チング」「イルマーレ」など
は必見です！この楽しみも、先の選挙前から政権与党になった現
在に至るまで、多忙を極め、残念ですが、ほとんど時間を作るこ
とができない日々が続いています。（最近観たのは「おくりびと」が最後（泣））
　最近「無縁社会」という言葉をよく耳にします。家族が個族に
なり、社会とのつながりもどんどん疎遠になり、2030年頃には
4割が一人暮らしになると言われています。
　人は人の中でしか生きていけません。ひとりひとりがプライベ
ートを持ちプライバシーが守られることは当然です。
　しかし、何かあったとき、困った時は助け合える社会、縁のあ
る社会、絆のある社会を作らなければなりません。縁のある有縁
社会、愛と愛で結ばれる友愛社会
を作らねばなりません。
　全建愛知の皆様方は、まさに強
い縁と絆で結ばれておられる素晴
らしい仲間です。
　友愛社会を作るため、国民の皆
様と一緒に取り組んでいきたいと
思っておりますので、今後ともど
うぞよろしくお願いいたします。
　【伴野　豊　衆議院議員　記】

２月19日



　
北
支
部
は
、
平
成
五
年
に
設

立
、
今
年
で
十
七
年
に
な
り
ま

す
。
　
現
在
、
組
合
員
数
は
、
二
月

の
時
点
で
、
三
百
五
十
一
名
で

す
。
地
域
は
、
庄
内
川
を
挟
ん

で
南
北
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
主
婦
の
会
、
青
年
部
も
順
次

平
成
十
五
年
に
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
　
活
動
内
容
は
、
四
月
の
総
会
・

毎
月
一
度
の
支
部
会
に
於
い

役
員
の
皆
さ
ん

支
部
紹
介
コ
ー
ナ
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厳
栄

こ
ん
に
ち
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！
北
支

こ
ん
に
ち
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北
支
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でで
すす

支
部
レ
ク
予

支
部
レ
ク
予
定定

支
部
総
会
予

支
部
総
会
予
定定

小
牧
支
部
／
支
部
総
会
＆
レ
ク

■
日
程
　
四
月
四
日
（
日
）

■
行
先
　
福
井
県
武
生

臆

俺

牡

卸
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支
部
レ
ク
募

支
部
レ
ク
募
集集

長
久
手
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
四
月
十
六
日
（
金
）

■
会
場
　
ご
ざ
ら
っ
せ

旭
瀬
戸
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
四
月
十
八
日
（
日
）

■
会
場
　
ス
カ
イ
ワ
ー
ド
あ
さ
ひ

海
部
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
四
月
十
八
日
（
日
）

■
会
場
　
尾
張
温
泉
観
光
ホ
テ
ル

岡
崎
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
四
月
十
八
日
（
日
）

■
会
場
　
桑
谷
山
荘

北
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
四
月
十
八
日
（
日
）

■
会
場
　
魚
鉄

津
島
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
四
月
十
八
日
（
日
）

■
会
場
　
ぎ
ふ
長
良
川
温
泉
ホ
テ
ル
パ
ー
ク

東
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
四
月
十
八
日
（
日
）

■
会
場
　
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
の
木
曽
路
　
徳
川
店

瑞
穂
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
四
月
十
八
日
（
日
）

■
会
場
　
湯
～
と
ぴ
あ
宝

守
山
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
四
月
十
八
日
（
日
）

■
会
場
　
守
山
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

一
宮
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
四
月
二
十
五
日
（
日
）

■
会
場
　
太
閤
殿

豊
田
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
四
月
二
十
五
日
（
日
）

■
会
場
　
豊
田
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

豊
橋
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
四
月
二
十
五
日
（
日
）

■
会
場
　
高
千
穂

尾
北
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
四
月
二
十
五
日
（
日
）

■
会
場
　
十
八
楼

南
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
四
月
二
十
五
日
（
日
）

■
会
場
　
尾
張
温
泉
観
光
ホ
テ
ル

中
川
熱
田
支
部
／
支
部
総
会
＆
レ
ク

■
日
程
　
五
月
九
日
（
日
）

■
行
先
　
名
鉄
犬
山
ホ
テ
ル

中
村
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
五
月
九
日
（
日
）

■
会
場
　
つ
ち
や
ホ
テ
ル

碧
海
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
五
月
十
六
日
（
日
）

■
会
場
　
高
浜
市
立
中
央
公
民
館

港
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
五
月
十
六
日
（
日
）

■
会
場
　
港
湾
会
館

春
日
井
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
五
月
二
十
三
日
（
日
）

■
会
場
　
グ
ラ
ン
ド
テ
ィ
ア
ラ
春
日
井

※
三
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
、

　
春
日
井
支
部
総
会
の
開
催
日

　
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正

　
し
く
は
、
右
記
日
程
で
す
。

天
白
支
部
／
イ
チ
ゴ
狩
り

■
日
程
　
四
月
十
一
日
（
日
）

■
行
先
　
舘
山
寺

千
種
・
東
支
部
合
同
／
春
レ
ク

■
日
時
　
四
月
十
七
日
（
土
）

■
行
先
　
舘
山
寺

春
日
井
支
部
／
イ
チ
ゴ
狩
り

■
日
程
　
四
月
十
八
日
（
日
）

■
行
先
　
舘
山
寺
他

木
曽
川
支
部
／
静
岡
焼
津
日
帰
り
バ
ス
旅
行

■
日
程
　
四
月
十
八
日
（
日
）

■
行
先
　
焼
津

名
東
支
部
青
年
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

■
日
程
　
四
月
十
八
日
（
日
）

■
会
場
　
星
ヶ
丘
ボ
ウ
ル

中
支
部
／
日
帰
り
バ
ス
旅
行

■
日
程
　
四
月
二
十
九
日
（
木
）

■
行
先
　
若
狭

中
村
支
部
／
メ
ロ
ン
狩
り

■
日
程
　
五
月
三
日
（
月
）

■
行
先
　
伊
良
湖
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル

海
部
支
部
／
潮
干
狩
り

■
日
程
　
五
月
十
六
日
（
日
）

■
行
先
　
吉
良
海
岸

津
島
支
部
／
潮
干
狩
り

■
日
程
　
五
月
三
十
日
（
日
）

■
行
先
　
吉
良
町
・
宮
崎
東
海
岸

て
、
班
長
・
青
年
部
・
主
婦

の
会
等
、
役
員
で
各
行
事
を

提
案
し
、
意
見
交
換
・
検
討
、

決
定
し
て
い
ま
す
。
支
部
・

主
婦
の
会
・
青
年
部
の
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
を
年
五

回
、
住
宅
デ
ー
・
組
織
拡
大

行
動
・
学
習
会
を
催
し
て
い

ま
す
。

　
各
行
事
を
通
し
、
参
加
者

の
顔
は
い
つ
も
同
じ
、
班
長

と
言
え
、
担
当
地
域
の
方
の

顔
を
熟
知
し
て
い
な
い
の
が

岡
崎
支
部
／
初
夏
の
水
郷
め
ぐ
り

■
日
程
　
五
月
三
十
日
（
日
）

■
行
先
　
滋
賀
県
近
江
八
幡

一
宮
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
五
月
三
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
　
五
日
（
水
）

■
会
場
　
ツ
イ
ン
ア
ー
チ
１
３
８

港
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
五
月
八
日
（
土
）
～

　
　
　
　
　
　
九
日
（
日
）

■
会
場
　
農
業
文
化
園

春
日
井
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
五
月
九
日
（
日
）

■
会
場
　
落
合
公
園

中
村
支
部
主
婦
の
会
／

　
　
　
　
　
　
親
睦
バ
ス
旅
行

■
日
程
　
四
月
二
十
六
日
（
月
）

■
集
合
　
午
前
八
時
、
ナ
ナ
ち

　
ゃ
ん
人
形
前
へ
集
合
。

■
行
先
　
鳥
羽
方
面

■
会
費
　
三
千
円

■
〆
切
　
四
月
十
日

■
問
合
・
申
込
　
柴
田

　
℡
・
胃
０
５
２
―
４
８
１
―
９
７
３
３

か考えております。また現在、車欲しい病（私が勝手に名付けまし
た）に掛かっております。組合員の方で、32GTR（出来たらVス
ペック）か、33GTR（後期が希望）を手放す方がいらしたら、お
手数ですが豊橋支部まで連絡をください。
　私は、豊橋市で塗装業を営んでおります。主に住宅やマンション
など、箱物の塗装を主としております。愛知県は、製造業が多いた
め箱物の需要も他県と比べ多かったのですが、不況や色々な原因で
非常に受注が冷え込んでおります。また、公共事業も非常に冷え込
み、この期末工事後の仕事も不透明な状況です。
　現在の豊橋支部は、約900人おり、非常に大きい支部ですが、人
数が多い分だけ不況の嵐も大きいといえます。多い人数が結束すれ
ば、大きい嵐も乗り越えれるはずです。豊橋支部の青年部は、今期
新人も加え５名おります。若者の視点から新鮮なレクリエーション
や勉強会などを考え、組合員の皆さんが参加したいことを考えてい
きます。まず、イベントに参加していただき組合員としての良さや、

　 幹 事　

 藤澤 　 智明 
ふじさわ ともあき

　組合員の皆さん、こんにちは。豊橋支部青年部の
藤澤智明と申します。
　3月も過ぎ、暖かくなり仕事もやりやすくなって
来ました。そろそろソフトボールやフットサルなど、
スポーツもやりやすくなってきまして、今年は、マ
ウンテンバイクを買って、ダウンヒルに挑戦しよう

「青年部幹事青年部幹事ささんご挨ん ご挨拶拶」」

全建愛知の活用法を理解していただきたい
と思います。この記事を読んで何かアイデ
アや相談などございましたら、豊橋支部ま
で連絡をください。今期も健康や労災事故
に気を付け、皆さんと楽しいイベントなど
に参加出来るように頑張ります。
　　　　　　　　【藤澤智明　幹事　記】
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）
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予

住
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デ
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定定

現
状
で
す
。

　
前
期
ま
で
部
別
で
開
催
し
て

い
た
支
部
レ
ク
五
回
を
、
本
年

度
は
一
括
統
合
し
て
行
い
、
幅

広
い
世
代
に
参
加
を
呼
び
か

け
、
組
合
員
同
士
の
出
会
い
の

場
を
多
く
作
り
、
仲
間
意
識
が

で
き
、
信
頼
と
な
り
結
束
が
強

ま
り
、
そ
れ
が
頼
れ
る
組
合
へ

と
つ
な
が
り
ま
す
。

　
長
引
く
不
況
の
中
、
我
が
支

部
も
、
加
入
・
脱
退
の
繰
り
返

し
で
、
な
か
な
か
実
増
に
は
な

り
ま
せ
ん
。

　
全
建
愛
知
を
信
頼
し
、
組
合

員
目
標
一
万
三
千
人
を
目
指
し

て
、
支
部
員
一
同
団
結
を
強
め

組
織
拡
大
運
動
に
励
み
ま
す
。

緑
支
部
／
海
釣
り
大
会

■
日
時
　
五
月
九
日
（
日
）

■
集
合
　
午
前
六
時

■
会
場
　
紀
伊
長
島
海
上
釣
堀

　
正
徳
丸
／
現
地
集
合
現
地
解
散

■
会
費
　

　
・
男
性
…
三
千
円

　
・
女
性
…
二
千
円

　
・
子
供
（
小
学
生
以
上
）

…
二
千
円

■
定
員
　
二
十
三
名

　
（
定
員
に
な
り
次
第
〆
切
）

※
申
込
は
、
胃
で
氏
名
・
電
話

　
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

■
申
込
・
問
合
　
山
田
武
充
　

胃
０
５
２
―
６
２
３
―
1
8
6
3

　
℡
0
9
0
―
3
8
3
5
―
8
6
2
5

南
支
部
主
婦
の
会
／
日
帰
り
旅
行

■
日
程
　
五
月
十
四
日
（
金
）

　
出
発
　
午
前
九
時
十
分

　
帰
着
　
午
後
四
時
前

■
行
先
　
ミ
ツ
カ
ン
酢
の
里
・

　
あ
お
い
パ
ー
ク
・
ミ
ニ
と
ま

　
と
狩
り
・
森
牧
場
（
ス
テ
ー

　
キ
ハ
ウ
ス
）
・
中
埜
酒
造

■
会
費
　
千
五
百
円

■
備
考
　
詳
細
は
五
月
号
に
て

※
各
支
部
主
催
の
楽
し
い
春
の

　
支
部
レ
ク
が
開
催
さ
れ
て
い

　
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
ご

　
参
加
く
だ
さ
い
。

家 寡加加加加加加加加加加加加加加加加

■日　時　５月23日（日）
　　　　　　午後２時30分／受付
　　　　　　午後３時00分／開会
■場　所　全建愛知会館
■参加費　無料
■申込・問合　青年部担当の中西・鈴木まで
　　　　　ご連絡ください。

「第38期定期総会開「第38期定期総会開催催」」
― 参加者募集中 ―

家
寡

加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加

昨年開催された総会団結ガンバロー

　全建愛知青年部では、この１年間の活動
経過や決算を報告し、今後の活動方針や予
算案を確認するため、毎年「定期総会」を
開催しています。
　青年部員の皆さん、ぜひ、第38期定期総
会にご参加ください。また、定期総会終了
後は、場所を変えて懇親会を開催します。
　この大不況を乗り切るためにも青年部員
同士、交流を深め、団結力をさらに強め、
組合及び建設業界を活性化していきましょう。

青年青年部部

　
組
織
拡
大
の
一
歩
は
、
人
と

の
出
会
い
、
ふ
れ
合
い
か
ら
始

ま
る
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。
　
【
花
井
直
樹
支
部
長
　
記
】

WWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeelllllllllllllllllllllcccccccccccccccccccccooooooooooooooooooooommmmmmmmmmmmmmmmmmmmmeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年Welcome青年部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部
40歳以下の組合員は全員青年部員です



◎
感
動
を
あ
り
が
と
う
！

　
『
バ
ン
ク
ー
バ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
は
感
動
の
連
続
で
し
た
。
メ

ダ
ル
も
た
く
さ
ん
取
れ
、
と
て

も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
悔
し
い

思
い
を
さ
れ
た
選
手
も
い
ま
し

た
が
、
次
回
へ
向
け
て
頑
張
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
』

　
　
【
緑
区
／
小
林
美
華
さ
ん
】

※
次
回
、ソ
チ
で
も
期
待
し
ま
す
。

◎
ス
キ
ー
好
き
！

　
『
家
族
で
岐
阜
へ
ス
キ
ー
に

行
き
ま
し
た
。
今
年
は
、
雪
も
多

く
お
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
十
分

堪
能
で
き
ま
し
た
。
体
力
が
あ

れ
ば
、
長
く
続
け
て
い
き
た
い

ス
ポ
ー
ツ
の
一
つ
で
す
』

　
【
愛
西
市
／
山
田
真
治
さ
ん
】

※
風
を
切
っ
て
気
持
ち
い
い
で
す
よ
ね
。

◎
嫌
な
季
節
が
来
た
ぞ
！

　
『
ハ
ク
シ
ョ
ン
。
始
ま
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
花
粉
の
季
節
。ツ

ラ
イ
で
す
』

　
【
一
宮
市
／
水
野
恵
子
さ
ん
】

※
何
か
万
全
な
対
策
を
！

◎
梅
も
素
敵
で
す
よ
！

　
『
豊
田
市
の
梅
坪
に
あ
る
、
梅

林
公
園
に
行
っ
て
梅
を
見
て
き

ま
し
た
。
赤
や
白
、
ピ
ン
ク
な

ど
、い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
っ

て
、
き
れ
い
で
し
た
。
も
う
す
ぐ

咲
く
桜
が
楽
し
み
で
す
』

　
【
豊
田
市
／
前
田
秀
元
さ
ん
】

※
一
足
先
に
、梅
の
出
番
で
し
た
ね
。

◎
も
う
す
ぐ
満
開
で
す
！

　
『
こ
の
と
こ
ろ
暖
か
い
春
の

よ
う
な
日
が
続
い
て
、
と
て
も
過

ご
し
や
す
い
で
す
。
桜
の
つ
ぼ
み

も
ふ
く
ら
ん
で
、
も
う
す
ぐ
春
で

す
。
ウ
キ
ウ
キ
し
ま
す
ね
！
』

【
春
日
井
市
／
端
本
和
子
さ
ん
】

※
心
癒
さ
れ
ま
す
ね
～
。

◎
私
の
宝
物
、
そ
れ
は
友
達
！

　
『
高
校
卒
業
し
ま
し
た
。
最
高

な
学
科
・
仲
間
だ
っ
た
の
で
、
卒

　
さ
ぁ
、
皆
さ
ん
挑
戦
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
二
十
名
様
に
図
書
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
応
募
ド
シ
ド
シ

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

嬰
寅
さ
ん
の
…
…
は
車

影
武
士
の
給
与

■
応
募
方
法

①
問
題
の
答
え
②
〒
・
住
所
・

℡
③
氏
名
④
年
齢
⑤
組
合
員

と
の
続
柄
（
本
人
・
妻
・
子

等
）
⑥
皆
さ
ん
の
周
り
で
起

き
た
近
況
報
告
を
書
い
て
、

四
月
九
日
ま
で
に
組
合
の
教

宣
部
へ
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
胃

で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
先
月
号
の
答
え

　
コ
ド
モ
テ
ア
テ

■
当
選
者

　
市
川
サ
ナ
エ
さ
ん
他
十
九
名

■
五
月
号
の
原
稿
締
切

　
四
月
七
日
（
水
）

【
ヨ
コ
の
カ
ギ

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】】

①
歓
迎
会
の
…
…
を
頼
ま
れ
た

④
花
が
咲
い
た
と
い
う
知
ら
せ

⑦
一
回
で
完
結
す
る
短
編
小
説

⑨
ラ
ー
ド
は
豚
、
ヘ
ッ
ト
は
？

⑩
桂
、
林
家
、
三
遊
亭
と
い
え
ば

⑫
海
辺
の
お
土
産
の
定
番
で
す

⑭
昔
、
雪
国
で
は
必
需
品
で
し
た

⑯
共
通
点
は
、
お
で
ん
と
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ

⑰
ア
ン
カ
ー

⑲
年
を
と
る
と
刻
む
も
の

⑳
…
…
二
鳥

影
「
ブ
レ
ー
メ
ン
の
音
楽
隊
」

　
の
主
人
公
の
一
匹

映
長
崎
や
尾
道
は
…
…
の
町

曳
家
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
教
え

【
タ
テ
の
カ
ギ

【
タ
テ
の
カ
ギ
】】

①
買
い
物
を
す
る
と
つ
く
も
の
。

　
う
れ
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま

　
せ
ん

②
肩
苦
し
い
態
度
の
こ
と
。
…

　
…
を
着
る

③
「
野
暮
」
の
反
対
は
？

⑤
草
、
花
見
、
笹

⑥
子
ど
も
の
…
…
離
れ
は
深
刻
。

　
日
本
の
将
来
が
心
配
で
す

⑧
別
名
ラ
イ
ラ
ッ
ク

⑪
空
手
の
名
人
は
た
く
さ
ん
割

　
り
ま
す

⑬
仕
事
の
は
か
ど
り
方

⑮
船
の
進
路
を
測
る
道
具

⑯
開
店
祝
い
に
…
…
を
贈
る

⑱
花
が
咲
く
こ
と

⑲
ビ
バ
ル
デ
ィ
の
名
曲

【
編
集
後
記
】
機
関
紙
コ

ン
ク
ー
ル
で
立
派
な
賞
を

い
た
だ
け
、
と
て
も
嬉
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。
教
宣

マ
ン
に
な
っ
て
七
年
、
よ

～
～
～
や
く
結
果
が
つ
い

て
き
た
よ
う
で
す
。

【
に
ん
じ
ん
】
学
習
塾
と

ピ
ア
ノ
教
室
に
通
う
俊

介
。
オ
ム
ツ
卒
業
に
向
け
、

ト
イ
レ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す

る
優
希
。
二
人
の
わ
ん
ぱ

く
坊
主
の
成
長
が
楽
し
み

で
す
。
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★

○さ 

業
し
た
く
な
か
っ
た
で
す
。み

ん
な
の
涙
は
忘
れ
ま
せ
ん
！
こ

れ
か
ら
も
、み
ん
な
と
仲
良
く

で
き
た
ら
い
い
で
す
』

　
【
豊
橋
市
／
岡
田
紗
祈
さ
ん
】

※
出
会
い
と
別
れ
、い
い
経
験
し
ま
し
た
ね
。

◎
ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生
！

　
『
長
女
が
四
月
か
ら
、い
よ
い

よ
小
学
生
！
本
人
以
上
に
親
も

ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
！
新
し
い

生
活
が
楽
し
み
で
す
』

　
【
中
川
区
／
曽
我
貴
子
さ
ん
】

※
わ
か
り
ま
す
。親
心
。

◎
自
分
の
時
間
を
満
喫
す
る
ぞ
！

　
『
四
月
か
ら
下
の
子
が
幼
稚

園
で
す
。
今
は
、
さ
び
し
い
気
持

ち
が
強
い
の
で
す
が
、
二
・
三
日

も
す
る
と
楽
だ
な
～
と
、
自
分

の
時
間
を
満
喫
し
そ
う
で
す
』

【
一
宮
市
／
川
村
ち
ひ
ろ
さ
ん
】

※
何
し
よ
う
か
楽
し
み
で
す
ね
！

◎
助
か
り
ま
す
ね
～
！

　
『
四
月
か
ら
高
校
生
二
人
に

中
学
生
一
人
。
子
ど
も
手
当
に
、

高
校
の
無
償
化
は
正
直
、
助
か

り
ま
す
』

【
豊
橋
市
／
小
野
あ
つ
子
さ
ん
】

※
嬉
し
い
こ
と
で
す
ね
。

◎
塾
代
が
高
い
！

　
『
今
年
、
中
学
に
入
学
す
る
長

女
が
い
ま
す
が
、
近
頃
、
通
う
塾

の
話
が
た
く
さ
ん
出
て
い
ま

す
。
そ
の
塾
代
の
高
さ
に
ビ
ッ

ク
リ
し
て
い
ま
す
』

【
守
山
区
／
伊
藤
伸
一
郎
さ
ん
】

※
高
く
て
も
、惜
し
め
な
い
で
す
よ
ね
。

◎
や
っ
ぱ
、シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
い
い
で
す
よ
！

　
『
最
近
、リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
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★
★
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★
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プ
に
は
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
ま

で
は
、
見
向
き
も
し
な
か
っ
た

中
古
品
に
、
今
で
は
週
に
何
度

も
足
を
運
ん
で
い
ま
す
。
不
況

の
中
、
大
好
き
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
を
楽
し
も
う
と
す
る
主
婦
の

「
さ
が
」で
す
ね
』

【
豊
田
市
／
村
松
ひ
と
美
さ
ん
】

※
好
き
な
こ
と
は
、何
で
あ
ろ
う
が
好
き
な
ん
で
す
よ
ね
。

◎
気
合
だ
気
合
だ
気
合
だ
！

　
『
六
十
歳
過
ぎ
て
、
お
薬
の
数

が
増
え
て
き
た
。
食
前
・
食
後
、

必
ず
飲
み
ま
す
。
毎
日
、
健
康
で

過
ご
し
た
い
の
で
、
今
日
も
「
サ

ァ
ー
」
と
自
分
自
身
に
声
を
掛

け
出
来
る
こ
と
を
精
一
杯
』

【
み
よ
し
市
／
安
達
邦
子
さ
ん
】

※
感
心
で
す
。頑
張
っ
て
。

◎
愛
車
は
ア
メ
リ
カ
ン
タ
イ
プ
で
す
！

　
『
娘
が
、
バ
イ
ク
の
中
型
免
許

を
取
り
ま
し
た
！
白
の
ド
ラ
ッ

ク
ス
タ
ー
（
二
五
〇
穐
）
に
乗
っ

て
走
る
姿
が
カ
ッ
コ
イ
イ
ん
で

す
！
私
も
免
許
を
取
っ
て
、ツ

ー
リ
ン
グ
に
行
く
野
望
を
抱
い

て
い
ま
す
』

　
【
豊
山
町
／
赤
塚
収
古
さ
ん
】

※
親
子
で
ツ
ー
リ
ン
グ
楽
し
そ
う
。
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